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今
月
の
優
秀
作
品

玉
水
　
小
島
　
玉
水　

清
澄
な
書
線
で
高
野
切
第
三
種
の
原
本

を
忠
実
に
再
現
し
、
雅
な
雰
囲
気
を
醸
し
た
素
晴
ら
し
い
作
。

ず
っ
と
見
て
い
た
い
!�

評　

福
原　

溪
春　

巳
未
　
依
田
　
蘭
香　

文
字
の
大
小
の
変
化
と
伸
び

や
か
な
線
質
で
、
余
白
を
生
か
し
た
表
現
が
美
し
い
。

清
々
し
く
も
生
彩
を
放
つ
模
範
作
。

�

評　

荒
谷
由
美
子　

高崎　新保　昭子　細目の線による安定感のあ
る字形でバランスよく書けている。行間の余白
もしっかり取り、見た瞬間に内容がすぐわかる
模範的な掲示文である。� 評　森　　嶺雲　

プラ　紫　　紀子　軽快かつ滑らかな運筆と、
漢字と仮名の調和が観る者を魅了する。格調高
く、興趣尽きない見事な作。�評　江口　春陽　

７月提出競書作品の写真版作品は、
７月23日よりホームページに掲載されます。

今月の模範作品
規
　
定
　
課
　
題

筆ペン

ボールペン つけペン

随　意　課　題
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今
月
の
優
秀
作
品

今月の秀逸作品 ── 規定課題・随意課題 ──
（　）内は選評執筆者です。

広
田
　
衣
斐
　
星
香　

手
本
を
よ
く
観
察
し
、
連

綿
・
文
字
の
変
化
に
留
意
し
た
表
現
力
豊
か
な

堂
々
の
秀
逸
作
。�
（
荒
谷
由
美
子
）

書
学
　
井
上
　
昌
子　

行
間
、
文
字
の
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、
抑
揚
あ
る
豊
か
な
線
が
美
し
い
。

気
品
溢
れ
る
秀
逸
作
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

川
口
　
杉
山
　
由
美　

か
な
の
柔
ら
か
さ
を
感
じ
る

自
然
な
連
綿
が
美
し
く
、
気
品
高
い
作
品
と
な
っ
た
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

久
我
　
二
宮
佐
和
子　

緩
急
自
在
の
線
で
書
か
れ

て
い
る
。
字
配
り
も
良
く
、
空
間
を
上
手
に
使
い

素
敵
な
作
品
と
な
っ
た
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

書
学
　
酒
瀬
川
珠
代　

し
な
や
か
な
運
筆
で
清
澄

な
線
が
魅
力
的
。
名
前
ま
で
一
貫
し
て
見
事
。

 �

（
黒
河
内
月
倫
）

月
倫
　
並
木
さ
お
り　

軽
や
か
な
書
き
ぶ
り
で
、

好
感
が
持
て
る
。
全
て
の
文
字
の
書
線
が
美
し
い
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

逢
坂
　
北
中
　
祐
子　

文
字
の
結

体
、
バ
ラ
ン
ス
、
行
間
等
素
晴
ら

し
く
、
大
変
読
み
や
す
い
葉
書
で

す
。
表
書
き
も
秀
逸
。

�

（
佐
藤　

香
蓮
）

豊中　秦　　由依　柔らかみのある行書体と仮名
が大変よく調和している。全体のバランスも美し
い実力発揮の作。� （森　　嶺雲）

高
崎
　
長
谷
川
久
美
子　

力
量
を
感
じ
る
作
。
氏
名
も
心
を
こ
め
て

書
い
て
い
る
。
こ
の
調
子
で
精
進
し
て
ほ
し
い
。�

（
江
口　

春
陽
）
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専攻コース

今
月
の
優
秀
作
品



専攻コース
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今
月
の
優
秀
作
品
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基礎コース

今
月
の
優
秀
作
品



基礎コース
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今
月
の
優
秀
作
品
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基礎コース

今
月
の
優
秀
作
品
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今
月
の
優
秀
作
品

関
口
恵
美
子

大
重
　
寿
子

宮
本
美
由
紀

田
島
由
美
子

安
部
　
寿
子

小
倉
理
津
子

髙
橋
　
和
泉

中
島
　
美
幸

写経研究室・つけペン
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今
月
の
優
秀
作
品

つけペン・筆ペン

井上　梨沙 髙橋　和泉

野口　翆隄 原田たか子

田中三重子 高岡　啓子
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今
月
の
優
秀
作
品

筆ペン・ボールペン

小澤貴美代

伊達　宏子

佐々木優韻


